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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

肝 は温 阻血に より 障害 を受 けや すい臓 器 である とさ

れ て き た
．

し か し 多 く の 実 験 で は 肝 阻 血 と 同 時 に 腸 管

の 蟹 血カ§生 じ て お り
，

こ の 影 響 を 考 慮 し な け れ ば な ら

ない
．

本研 究で は肝 門部遮 断 時に生 じる 門脈 系の 蟹滞

を回避 する 目的 で脾 臓皮 下固着 術 （ＳＴＳ） を 施行 しだ

ラ ッ トを用 いて， 肝 温阻 血後の 細胞 内エ ネル ギー 代謝

の 変動 と趨 微細構 造 の変 化を観 察 し， 肝 温 阻血限 界の

再 評 価 を 試 み た
．

〔実験材 料お よ び方法〕

実験 動物 と して Ｗｉｓ敏 系 雄性 ラ ット を使 用 し， 下

記 の基礎 実 験およ び応 用実 験を 行っ花．

基礎 実験： 第１ 群 （無処 置群） およ び第 ２群 （ＳＴＳ

施 行群） にっ いて 阻血 実験 漢で の体 重変化， 肝 逸脱 酵

素 の 変 動 を 比 較 し た
．

ま た 肝 に２０分
， ３０分 お よ び４５分

の 温阻血 を与 え， 阻血 前後 の肝細 胞 内リ ン酸化 合物 の

変 化， 電 子顕 微鏡 的所 見な どを 比較検 討 した
．

応 用 実 験 ：ＳＴＳ を 施 行 し た ラ ッ ト を 用 い て 肝 温 阻

血 時 間 を６０分
，

９０分
，

１２０分 と 延 長 し
，

基 礎 実 験 と 同 様

の 検 討 を 行 っ た
．

〔成 績およ び考 察〕

１
．

基 礎 実 験

１） ＳＴＳ施 行 後３週 間 で豊富 な側 副 血行 路 が形 成さ

れ，肝 門 部 遼 断 時 の 門 脈一大 静 脈 シ ャ ン ト と し て 有 用 で

あ っ た
．

２） 温 阻 血 に よ り 肝 細 胞 内 ａｄｅηｏｓ 旋 赦ｉｐｈｏｓｐｈａｔｅ

（ＡＴＰ）は 速 や か に 減 少 し た カミ， 血 流 再 開 に よ り 再 び 増

加 し た
．

３） 第 １ 群 で は４５分 温 阻 血 に よ り 全 例 死 亡 し たカミ
，

第

２ 群で は４５分温 阻血後 も全 例生 存 した． 第２ 群にお け

る 肝 細 胞 内 ＡＴＰ の 回 復 能 は 良 好 で あ っ た
．

迅） 第 １ 群に お ける３０分 温 阻血 後の 肝 組 織傷 害 は 高

度 であ るのに 対 し， 第 ２群 で は４５分 阻血 後も 肝の超 微

細 構 造 は ほ ぼ 正 常 に 保 た れ て い た
．

２
．

応 用 実 験

１） ６０分お よ び９０分 温阻 血後の １週 間生 存率 は１００％

で あ り， １２０分 阻 血 後 も８７％ カミ生 存 した
．

２） 血 流再 開６０分後の ＡＴＰ 回復 率は， 阻血時 間の 延

長 と と も に 低 下 し た
．

し か し 血 流 再 開２４時 間 後 の β一

ＡＴＰ／Ｐ１比 は１２０分 阻 血 群 に お い て も 改 善 し
，

肝 細 胞

内 エ ネ ル ギ ー 産 生 能 カミ保 た れ る こ と 沸 確 認 さ れ た
．

３） １２０分温 阻血後 も肝 細胞 傷害 は軽 度で あり， 電 子

顕微 鏡的 には 明らか な不 可逆 的変 化を 認め なかっ た．

〔結語〕

ＳＴＳ ラ ッ ト の ｉｎ ｓぬ 肝 温 阻 血 モ デ ル と し て の 有 用

性 を 検 討 し 花
．

さ ら に ＳＴＳ ラ ッ ト を 用 い て 肝 温 阻 血

限界 の再評 価 を試み， 以 下の 結論 を得た
．

１． 門 脈系 の欝 滞カミ肝 温 阻血 障 害に 重犬 な 影 響 を及

ぼ す
．

２
．

門 脈 系 の 欝 滞 を 回 避 す れ ば
，

１２０分 温 阻 血 後 も 肝

細 胞 内エネ ルギ ー産 生能 は回復 し得 る．

３
．

ＳＴＳ ラ ッ ト で は
，

１２０分 温 阻 血 後 の 電 子 顕 微 鏡 的

観 察 でも肝 組織傷 害 は軽度 であ る．
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論 文 審 査 の 要 旨

肝は 阻血 に弱い 臓器 と いわ れてい るカミ， 肝の 阻血 実験 は同時 に門 脈の 遮断 を伴う ため， 腸 管の欝 血に よる 影

響 を排 除し なけ れぽ正 確 な評価 は できな い．

本研 究は ラッ トの 脾臓 を皮下 に 固着 して 側 副 血行 路を 発 達さ せた 後 に肝 の 血 流を遮 断 し て温 阻 血を 加 え，

ラ ッ ト の 生 存 率
，

ＭＲＳ に よ る 扉 ＡＴＰ／Ｐｉ比 の 測 定 な ら び に 電 顕 に よ り ラ ッ ト 肝 は９０分 の 温 阻 血 に 耐 乏 る こ と

を 証 明 し た も の で，
学 術 上 価 値 あ る 論 文 で あ る

．
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